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序

元原遺跡 は松本市の北部、桐地区に所在する遺跡です。本遺跡は以前か ら埋蔵文化財 と

して知 られていました。今回当該地 に中原土地区画整理事業が計画されたため、松本市が

松本市中原土地区画整理組合か ら委託 を受 け、埋蔵文化財を記録保存する目的で緊急発掘

調査を実施することとな りました。

発掘調査 は平成17年7月 か ら同年11月 にか けて行 われ ま した。暑 さ厳 しい夏か ら冬の寒

さを肌 に感 じ始める頃にかけての調査 となりましたが、関係者の皆様の ご尽力 により無事

終了することができました。発掘調査 の結果、奈良時代か ら平安時代の集落の跡 を発見す

ることができました。 これ らは今後、地域の歴史を解明するうえで、大変役 に立っ資料に

なることと思います。

緊急発掘調査は近年開発事業が増加す る中で、遺跡を記録保存する目的で行 う調査です。

開発により私 たちの生活が豊かになる一方、それにともない歴史遺産が失われて しまうの

は残念 なことですが、発掘調査 により当時の生活が明 らかとなり、私たちの郷土松本が歩

んできた歴史が一っずつで も解 き明かされることは大変貴重なことだと考えています。

最後 になりましたが、発掘調査 に多大なご理解 とご協力をいただいた松本市中原土地区

画整理組合 の皆様、及 び地元関係者の皆様に厚 くお礼申 し上げます。

平成19年3月

松本市教育委員会 教育長 伊 藤 光



例 言

1本 書 は平成17年7月26日 ～11月25日 に実施された、松本市桐2丁 目1135番 ほかに所在する元原遺跡の緊

急発掘調査報告書である。

2本 調査 は松本市中原土地区画整理組合による土地区画整理事業に伴 う緊急発掘調査であり、松本市教育

委員会が発掘調査を実施 し、本書の作成を行 ったものである。

3本 書の執筆は、3章4節:直 井雅尚2章1節 森 義直 その他を小山貴広が行 った。

4本 書作成にあたっての作業分担は、以下のとおりである。

遺物洗浄 ・注記:百 瀬二三子

土器接合:竹 平悦子、中澤温子

土器実測、 トレース:白 鳥文彦、竹内直美、竹平悦子、八板千佳

遺構図調整、 トレース:村 山牧枝

遺物写真:宮 嶋洋一・

総括 ・編集:小 山貴広

5本 書で略称を用いる場合 は以下のとおりに表記 している。

第○号住居趾→○住、竪穴状遺構→竪○、掘立柱建物趾→建○、第○号溝→溝○、

第○号土坑→土○、第○号 ピット→PO

6本 書 で は以下 の ものをス ク リー ン トー ンで表 した。

7遺 構 ・遺物等の記述で用いた古代の時期区分 ・用語 ・分類等は以下の文献に拠 った。

(財)長 野県埋蔵文化財センター1990

『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書4一 松本市内1一 総論編」

8本 調 査で得 られた出土遺物 及び調査 の記録類 は、松本市教育委員会が保管 し、松本市立考古博物館

(〒390-0823長 野県松本市大字 中山3738-1TELO263-86-4710FAXO263-86-9189)に 収蔵 されてい る。
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第1図 遺跡位置図



1章 調査の経緯

1節 調査に至る経緯

今回、長野県松本市桐2丁 目1135番 他において、松本市中原土地区画整理事業が計画された。事業地の一

部 は周知の埋蔵文化財包蔵地である元原遺跡に該当 しており、道路の設置等により予定地内の埋蔵文化財が

破壊される恐れが生 じた。そこで松本市教育委員会で試掘確認調査を行 ったところ、予定地内の埋蔵文化財

は包蔵地近接地 も含め良好に残されていることが判明 したため、協議のうえ事前に発掘調査を実施 して記録

による遺跡の保存を図ることとした。発掘調査は平成17年7月1日 付で松本市中原土地区画整理組合 と松本

市長菅谷昭との間で発掘調査委託契約を締結 し、松本市教育委員会が行 った。次いで発掘調査報告書作成の

委託契約を平成18年6月1日 付で締結 した。

文化財保護法第93条 に基づ く土木工事等のための埋蔵文化財発掘の届出書は、実施設計後の平成19年1月

15日付長野県教育委員会宛てに提出された。

現地での発掘調査は平成17年7月26日 ～平成17年11月25日 にかけて行 った。調査終了後、平成17年11月30

日付で長野県教育委員会に発掘調査終了報告書を提出した。また同日埋蔵物発見届を松本警察署に提出 し、

平成17年12月12日 付で長野県教育委員会教育長か ら埋蔵物の文化財認定を受けた。

出土遺物及び現場測量図 ・写真等の整理作業 と本報告書の作成作業は、現場作業に引き続き松本市立考古

博物館において行 った。

2節 調査体制

調 査 団 長:竹 淵公章(松 本市教育長、～平成18年3月)、 伊藤 光(同 平成18年4月 ～)

調査担当者:朝 倉一樹(文 化財課主任)、小山貴広(同 嘱託)

調 査 員:今 村 克、森 義直

協 力 者:飯 田三男、海老原千津子、大和 槙、勝川順一、久根下三枝子、久保田登子、笹井 トキ子、

清水陽子、白鳥文彦、竹内直美、竹平悦子、兎川國明、中澤温子、洞沢文江、待井敏夫、

蓑島菜奈、三代沢二三恵、三代沢宗俊、村山牧枝、本木修治、百瀬二三子、八板千佳、

山崎照友、渡辺順子、宮嶋洋一

事 務 局:

松本市教育委員会 教育部 文化財課

宮島吉秀(課 長)、市川恵一(部 課長、～平成18年3月)、 上嶋乙正(部 課長、平成18年4月 ～)、

熊谷康治(課 長補佐、～平成18年3月)、 横山泰基(埋 蔵文化財担当係長、平成18年4月 ～)、

直井雅尚(主 査)、 関沢 聡(主 査、平成18年4月 ～)、櫻井 了(主 事)、

渡邊陽子(嘱 託、～平成18年3月)、 花村かほり(嘱 託)
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第2図 調査位置図
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第3図A区 遺構配置図

一3一



第4図B区 遺構配置図
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第5図C区 遺構配置図
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第6図 周辺遺跡図
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2章 調査地の環境

1節 地理的環境

地形 ・地質の概要

本調査地を含む女鳥羽川周辺及び松本市関係の地形 ・地質の概観にっいては、1993年 の松本市二反田遺跡・

岡田町遺跡の報告書か ら2006年 の報告書までに、その都度掲載 してあるので、そちらを参照されたい。

調査地点付近の立地及び地形 ・地質について

元原遺跡は岡田地区の南、松本市街地の北部に位置 し、南流す る女鳥羽川により形成された扇状地の西部

にだけある3段 の段丘のうち、伊深 ・岡田 ・反 目 ・中原に至る第2段 丘面が、低湿地(深 志湖 とも仮称 され

ている)の 旧松本市街地に埋没する近 くにあり、標高は615m～620mの 間にある。

この第2段 丘面上を平安前期まで旧女鳥羽川が岡田町の西部を南流 し、本発掘地付近より南では平坦な低

湿地になるため、流路が東西に振れあるいは分流 しながら南流 し、最終的には白板付近で田川 と合流 してい

たことが今残 る地形から推定できる。 このように現在 と環境を大 きく異にするのは、女鳥羽川の流路が岡田

町の西側から東側へ移 ったためである。

女鳥羽川の流路の移動の原因 とその時期について

①扇状地は扇央を中心に して左右に流路の首振 りを して貝殻を伏せたような地形 となるのが一般的である

が、女鳥羽川扇状地 は今現 も続 く傾動地形のため、西側が隆起を東側が沈降を続 けている。 したがって縄文

以降岡田町の西側を流れていた旧女鳥羽川の流路 は次第 に隆起 して流れにくくなったが、低 くなりつっあっ

た岡田町の東側 に流れるには桜田～伊深付近で左岸(東 側)を 侵食 して緩やかなカーブになるように侵食作

用が働 くはずであるが、伊深の左岸(東 側)に は硬い粉岩が分布 しており侵食 されにくくなっている。その

ため急角度で曲が らなければな らず、 しかも流速の大 きい山か らの流れではそれも困難で、既に平安時代の

初めには岡田町西部へは流れにくくなっていた。このような状態の中で、②平安前期末 とみられ る大洪水 に

より多量の土砂が押 し出され、流路を始め岡田地区の南部まで厚 く堆積 し、流路 は稲倉付近で一気に東へ首

を振 り以後現在に至っている。

流路が東へ移ってからの本発掘地点について

旧女鳥羽川が東に移ってか らは、細長い西部の山地か らの小沢が合 して大門沢川 となり、発掘地点のす ぐ

西を流れているが、細長い尾根状の山地では、流域が狭 く水量 も少ない。 したがって水不足を補 うため、あ

ちこちに溜池が作 られてきた。

この時代になって も地形の傾動は続き、その証拠に大門沢 は水量 に比 し川底を深 く浸食 してお り、谷の深

さか ら推定 して年2皿m～3mmの 割合で土地が隆起 し、その分侵食が進んでいるとみられる。 したが って大門

沢の時代になってか らで も2m以 上3m近 く隆起 していることになり、 このことがさらに水不足を促進 させ

ている。

発掘地点の地形 ・地質

発掘地点の南方で第2段 丘面や扇央の微高地が、低湿地に潜 り込むため扇央近 くにある本地点は、南側に

緩 く傾斜 しており、堆積物の移動が多 くA区 では当時の地表面 と推定 される面より20cm程削 られて流出し、

その上には北から流れてきた土層(シ ル ト質)が40～50cm堆 積 している。即ち土層が入れ替わっている。

黄色 シル トや黄色砂礫層の地山面より上の土層 も地形の傾斜や凹凸の状態により変化があり、A区 の一

番北側では1層 であるが40m程 南では2層 に分けられている。B区 の発掘面では奈良時代初めの住居趾付近
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に当時の黒色土層の最下部が削り残されて薄 く残 っており、その上に色の異なる2層 のシル ト質の土層が載っ

ている。 このA・B地 区の地山にはN-600-E方 向か らの黄色砂礫層 とそこか ら洗い出された黄色 シル ト層が .

モザイク状に分布 しており、砂礫層はよく締まっている。

C区 は大門沢の左岸で沢によって作 られた小段丘状地形の上にある。A～C区 共平安時代前期の大洪水 に

より押 し出された黒色礫土層は載 っておらず、洪水の向きは岡田地区の南端付近で東に変 っている。

まとめとして

本発掘地点付近の環:境は

A:縄 文時代～平安時代前期までの旧女鳥羽川の時代

B:平 安時代中期以降の大門沢 ・溜池の時代

に大別することができる。

〔注〕

平安時代の大洪水の時期 については、発掘の度に平安時代の中で二転三転 してきたが、洪水の時期は平成3年 の二反

田 ・岡田町の発掘のとき岡田町付近で9Cの 住居趾を洪水層が厚 く覆っていることか ら9Cの 大洪水 と推定 したが、今

日までの調査のまとめとして9C末 で決着 したことを報告 してお く。

① 暗褐色シルト質土層

② 褐色シルト質土層

③ 褐色シルト質土層(茶 褐色土塊含む)

④ 褐色砂礫土

挿図1 調査区基本土層図
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2節 歴史的環境

元原遺跡 は松本市街地の北、桐に位置する遺跡である。桐は女鳥羽川 によって形成された扇状地の扇央部

にあたり、岡田地区、城山地区に接する地域である。周辺には岡田地区、城山地区を中心に数多 くの遺跡が

分布 し、古 くか ら人々が生活 していたことが窺える。

旧石器時代の遺跡はあまり多 くなく、塩倉池、伊深怒田原、岡田神社付近、放光寺などで石器が出土 して

いるが、これ らはすべて表採資料であるため詳細については不明である。

縄文時代 に入ると中期を中心に遺跡数が増加する。中期の遺跡は丘陵地 に広 く分布 しており、扇頂部にあ

たる北部山麓では田溝池、矢作、塩辛、岡田町、岡田西裏、岡田松岡などの遺跡がみられる。今回の調査地

はこれ らの南 に位置する城山を中心とした丘陵の東部に位置 しており、周囲には神沢、峰の平、狐塚、旧射

的場西などの遺跡が広が っている。特に調査地に程近い白金遺跡では前期を中心に中期 ・晩期の遺物が出土

してお り、前期では撚糸文土器や下島式土器、晩期では氷式土器などが出土 している。また、調査地西にあ

たる旧射的場西遺跡では早期末から前期初頭にかけての土器群や石鍛、滑石製の飾 り玉などが発見 されてい

る。

弥生時代 は城山と、その麓の沢村を中心 として遺跡が分布 しているようである。城山では城山腰、峰ノ平

でなどで弥生時代の遺構 ・遺物が見 られ、特に城山腰では中 ・後期の土器 とともに太形蛤刃石斧、扁平片刃

石斧、石包丁、磨製石鍛、石剣、細形管玉が出土 している。沢村では沢村、中洲、松本蟻 ヶ崎高校などで弥

生時代の遺跡がみ られる。特に沢村では弥生時代後期の扁平片刃石斧や磨製石文が出土 している。

古墳時代に入 ると丘陵地を中心に多 くの古墳が築造 されるようになる。これらの古墳 は女鳥羽川両岸地域、

城山地域に集中して築造されている。本調査地が所属 し、松本市北西に突出する形となる城山周辺では矢崎、

塚山、狐塚、開き松、饅頭塚、勢多賀神社裏、峰ノ平などの古墳が築造されている。特に城山中腹に位置す

る開き松古墳か らは眉庇付冑が出土 し注目を集めた。今回の調査地である元原周辺は、 これら城山付近に分

布 している古墳群の中で も一っの小グループを形成 してお り、一般に水汲古墳群 として認識 されている。 こ

の水汲古墳群の中に元原古墳群があり、旧松本歩兵第五十聯隊の練兵場南隣に古墳があったとされている。

この古墳か らは勾玉が出土 したとされているが記録等が残されておらず詳細は不明である。集落趾 となると

極端に遺跡数が減少 して しまうが、旧射的場西遺跡では後期の焼失住居が1軒 出土 している。4本 柱で奥壁

中央にカマ ドがみ られ、床面には炭化 した垂木材が放射状に残っていた。遺物 としては土師器の圷 ・甕 ・甑

とともに金環が1点 出土 している。

古墳時代 に続いて奈良 ・平安時代においても岡田地域 ・城山地域を中心に多数の遺跡が見っか ってお り、

丸山、天神 ノ木、松岡、七 日市場、狐塚、 トウコン原、城山腰、旧射的場西、などが分布 している。中で も

城山腰遺跡か らは瓦塔の屋蓋隅上部分が出土 しているが、出土状態等 も不鮮明であり詳細は不明である。 さ

らに城山腰遺跡か らは鰐口と馨 も出土 している。鰐口には 「極楽寺長保三年辛丑願主判官代高向朝臣弘信」

と陰刻 されてお り、銘文のある鰐口としてはわが国最古のものとして、磐 とともに国の重要文化財に指定 さ

れている。

調査地付近 に目を移 してみると周辺 には狐塚、 トウコン原、旧射的場西 と奈良 ・平安時代の遺跡が集中 し

ている。特 に旧射的場西は奈良時代 ・平安時代 ともに出土 しており、調査地とも隣接 しているため注目すべ

き遺跡であろうと思われる。
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3章 調査結果

1節 調査概要

松本市街地の北部 に所在する元原遺跡は扇状地形の扇央部に位置 し、大門沢川 と大門沢東川 に挟まれた遺

跡である。調査地 は元原遺跡の北端にあた り、農地が広がる場所であった。今回の調査 は当該地 に松本市中

原土地区画整理事業が計画されたため試掘確認調査を行 った。調査ではまず調査範囲を限定す るため数箇所

で トレンチによる確認調査を行 った。その結果、調査地中央付近に遺構が集中していることが判明 したため、

これを中心にA区 、B区 の2地 区を設定 した。また、南部にも若干の遺構が確認できたためC区 を設定 し確

認調査を行った。C区 は遺構数 も少なかったため、5mの グリットに沿って2×2mの 試掘坑を設定 し、範

囲確認調査を行 った。各調査区の面積 はA:802.8㎡ 、B:888㎡ 、C:80㎡ である。各地区はA区 南西に設

定 した基準点を座標原点(NSO・EWO)と して共通 の座標を設定 し、後に基準点 に基準国土座標値(X-

28254.493Y=一47338.594Z-627.540)を 移設 した。現場での測量は座標原点を基準に3mの グリットを

設定 し、それを基準として行 った。 グリットの座標は真北より西に3。07/00"振 られている。測量図は1/

20の縮尺で作成 した。

発掘調査はまず大型建設機械を使用 し、耕作土 と基盤土を除去 した。次に人力により遺構検出作業を行い

遺構の特定を行 った。遺構検出が終了 し、確定 した物か ら遺構番号を付 し掘 り下げを行 った。遺構の状況や

土層断面、遺物の出土状況などの記録は写真 と実測図により行った。A～C区 調査終了の後、 ラジコンヘ リ

コプターにより航空写真を撮影 した。航空写真撮影終了後に調査区の埋め戻 しを行 い、調査を終了 した。

2節 調査成果

調査期間:平 成17年7月26日 ～11月25日

調査面積:総 面積1770.8㎡

A区802.8㎡B区888㎡C区80㎡

検 出遺構:竪 穴住居趾7軒

竪穴状遺構1基

掘立柱建物趾1棟

土坑117基

ピッ ト272基

溝6条

出土遺物:土 師器、須恵器、縄文土器、石鍛、 こ もで石等
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3節 出土遺構

今 回の調査 で はA・B区 を中心 と して7軒 の住 居趾 と建物趾、 溝、多数 の土坑 ・ピッ トが検 出 され た。 こ

こで は これ らの出土 した遺構 について概観 してい きたい と思 う。

第1号 住居1止

A区 南西で検 出された住居 である。北部 に突 出部 があ り当初住 居の一部 として調査 を行 ったが、 この突 出

部 はカマ ドで はな く土坑 が隣接 して いる ものであ ることが判 明 した。 そのため これを別遺構(土120)と し、

各 々掘 り下 げを行 った。 また、覆土 中層 あた りで若干 の硬化 が確認 で きたため範 囲確認 を行 ったが、用途等

は不明で ある。

規模 は長軸4.9m× 短軸4.2mで 方形 を呈 して いた。床面 に は多数の土坑 ・ピッ トがみ られたが、 明確 に柱

穴 と判断で きる ものはなか った。 カマ ドは西壁 であ るが廃絶時 に破壊 されているよ うで、火床 と思 われ る焼

土面 のみ確認で きた。 出土 した遺物か ら1～3期 に帰属す るもの と思 われ る。

第2号 住居」止

A区 南東 に位置す る住居で ある。住居南部 は調査 区外 に入 り込 んで いたため、必要量調査区 を拡張 し調査

を行 った。西側 にカマ ドを持っ方形 の住居で2～3度 の建替 えが行われ たもの と思 われ る。周溝 は3本 あ り、

最内 の周溝 のみ5～10cm程 低 い位置で 出土 して いる。 この周溝直上層 には貼 り床 も認 め られ たため、便宜上

この周溝 に伴 う住居 を旧2住 と した。

2住 は5.3m×5.Omの 方形 を呈 す る住居 であ る。主軸 はE-5。 一Sと ほぼ東向 きの住居 であ る。壁面 付近 に

は周溝がみ られ る。周溝 はほぼ同 レベル ・同方向で2本 巡 って いるた め、軸を同 じくして拡張又 は建替えが

行われた と考え られ る。 カマ ドは住居西側で あると考え られ、赤 褐色 に変色 した火床面 がみ られ る。 この住

居 に伴 うと思われ る火床面 は1面 しか確認 で きなか ったた め、建 替え後 もほぼ同位置 でカマ ドが使 われて い

た と考 え られ る。 カマ ドの構築 礫 は残 されて いなか ったが、周 囲 には袖石 の抜 き取 り痕 と思 われる小 ピッ ト

が幾 っかみ られ るため、石組み粘土 カマ ドであ ると思 われ る。 また、火床面 中央 には支柱 の痕跡 も確認 で き

た。覆土 は恐 らく最外の住居廃絶 時の もの と思 われ るが、 暗褐色土 が堆積 していた。 内側の周溝 は深 さ2～

10cm程 と浅 く方形 に巡 ってお り、 その覆土 は2住 覆土 に切 られてい る。 また、 この周溝 に接す るよ うに覆土

下層 に貼 り床が み られた。貼 り床 は一部東側 に広 く広が って はい るものの、 ほぼ内側周溝 内に集 中 していた。

恐 ら く2住 建設 時 に貼 られた ものであ ると思 われ る。住居 の帰属 時期 は出土遺物か ら2～3期 であ る と考 え

られ る。

旧2住 は4.Om×3.7mの 方形 を呈 してお り、2住 と主軸 を同 じ くす る住 居であ る。壁面 と思 われ る箇所 に

は周溝 が巡 って いる。 カマ ドは2住 とほぼ同 じ位置 である と思わ れ、 旧2住 床面 か ら続 く火床面 が確 認 され

た。柱穴 は土1～4が 該 当す ると思 われる。床面 中央 やや西 よ りには南北方向 に溝状遺構 が確認 された。 こ

の溝状遺構 はやや蛇行 した形 であ り南端で若干窪んで いる。 また住居南西隅 には楕 円状 の ピッ トが3基 と土

坑4か ら続 く溝 が1条 確認 された。周囲 には炭 ・焼土が集中 して いたが、 その用途等 は不 明で ある。

旧2住 の カマ ドか ら出土 した炭化物 において樹種 同定及 び年代 測定 を行 った ところ1220±70BPの カエデ

属で ある との結果 を得 ている。 この炭化物 は火床面直上 に分布 していた ことか らカマ ドの燃料材で あ る可能

性が高 い。 旧2住 は覆土 のほ とん どが2住 に切 られて いたため帰属 時期 を明確 には しが たいが、出土遺物 と

年代測定 の結果 か ら、2住 ・旧2住 はほとん ど時期的差異 の無 い内に建替 え られ たと考え られ る。

第3号 住居吐

A区 北 に位 置 して いる。洪水層 と思 われ る礫層 を切 るよ うに検出 され た。4.5m×4.4mの 方形住居 で覆土
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は暗褐色土 であ った。 床面 は礫層が露 出 してお り、貼 り床等 はみ られなか った。住 居西側 には焼土 を伴 う突

出部 がみ られた。 恐 らくカマ ドの火床面 にな ると思 われ る。壁面 に は周溝 と思われ る溝 が廻 って い る。床面

には土坑 ・ピッ トが6基 み られ、 この うちP1～3・P5は 柱穴 にな ると思われ る。出土遺物 か ら1～2期

の住居であ ると思われ る。

第4号 住居1止

A区 北東隅で確認 され た。住居北部 ・東部 は調査 区外 であ ったが、拡 張が可能であ った住居 北部 のみ拡 張

して調査 を行 った。床面 やや北 に は東西方 向に幅10cm程 の溝 がみ られた。溝の先端 にはピッ トが隣接 してい

た ことか ら間仕切 りの跡 であ る可能性 も考 え られ る。溝 の周辺 の床面 は若干窪んでお り、溝 もこの箇所 で一

部切れて いる。周囲 にはP4～10が み られ るが これ らも窪みの一部 であ る可能性 も考え られ る。住居北西部

には溝 に接す るよ うに して20cm大 の礫が集 中 していた。 これ らの礫 はほぼ2箇 所 にまとま ってお り、 それぞ

れ向きをそろえて置 かれていた。 これ らの出土状 態な どか らこもで石 で ある可能性が考 え られ る。 出土遺物

が少 な く帰属時期 は判 断 しがたいが、恐 らく11期 以 降であろ うと思 われ る。

第5号 住居祉

A区 北端 に位置す る。3.5m×3.3mの 方形 を呈 してお り、6住 の床面 を5cm程 度 掘 り込む形 で床面 を形成

してい る。遺構上面 の大半 は削平 されてお り、 床面 まで10～20cm程 度 しか残 されていなか った。 カマ ドは明

確 な痕跡 がみ られず詳細不 明で はあるが、東部 に焼土 が集中 した土坑 が出土 してお り、恐 らくこれが カマ ド

火床にな るであ ろうと思われ る。土坑南部付近で は30～40cm大 の礫 が集中 して出土 した。恐 ら くカマ ドの構

築礫をま とめた もので あろうと思 われる。床面 か らは17基 の土坑 ・ピッ トが出土 したが、柱穴 は不 明であ る。

帰属時期 は若干新 しく、6～7期 で あると思われ る。

第6号 住居」止

A区 北端 に位 置す る。遺構上面 のほ とん どが削平 されてい るうえ、大半 を5住 に切 られてお り詳細が判別

しが たいが、 南北3.3mの 方 形 を呈 す るで あろ うと思 われ る。 住居 内に はカ マ ド等 はみ られなか った。1～

3期 で あると思われ る・。

第7号 住居趾

B区 北東 に位置す る。 長軸5.1mの 方形 を呈 して お り、壁 直下 には周溝 が巡 って いる。住居 北側 に は焼土

が集中 して いる箇所が み られた。付近 に袖石等 はみ られ なか ったが恐 らくこれがカマ ドになるであ ろう。床

面 には8基 の土坑 ・ピッ トがみ られ る。柱痕が明瞭 にみ られ るもの は無か ったが、 その配置等 か ら土1・3、

P4が 柱穴で ある と思 われる。

カマ ドやや南 には炭化物 と焼土 の集 中箇所が み られ た。炭化物 は非常 に薄 く、布状 の ものが炭化 した よ う

に見受 け られ る。 この炭化物 の周囲か らは こもで石 が出土 して いる。 こもで石 は長 さ10cm前 後の ものが9点 、

炭化物 を囲 むよ うに並ん でいた。 こもで石 の一部 には炭化物 が付着 して いるもの もみ られるため、 この炭化

材 はこもで石 に伴 う ものであろ うと思 われ る。 また、 この炭化物 は年代測定 を行 った ところ1780±90BPの

イネ科 であ るとの結果 を得 てい る。

出土遺物 か らは2期 の住居 であ ると判断 される。

掘立柱建物』止

B区 北西 にみ られた。3間 ×3間 の掘立柱建物趾で あると思われ る。やや北西 向 きの建物肚 で内部 に土58

がみ られ る。 内部 には一部 暗褐色土 が見 られたためサ ブ トレンチを入れて確認 したが、特 に掘 り込 み等 はみ

られなか った。遺構 内か らは特 に遺物等 の出土 はな く帰属時期 は不 明であ る。

竪穴状遺構

B区 南部 で検 出された。3.3m×2.9mの 方形を呈 して いるが、 自然流路 の影響 か らか北東部 と南西部 が突
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出 した形 とな ってい る。覆土 は暗褐色土 であ るが多数の礫が混入 して いる。南部壁面か ら東部壁面 に渡 って

テ ラス状 の平坦面 が認 め られた。遺構 に伴 う遺物 も特 に認め られず、用途 ・帰 属時期等 は不明で あ る。

溝

B区 南西か ら東西方 向に伸 び る溝 であ る。総延長28mと ほぼ調査 区を横 断す る溝で あるが、所 々自然流路

による礫層 に切 られて分断 されてい る。 そのためそれぞれ溝1～4の 番号 を付 して調査 を行 った。総 じて覆

土 は単 層であ り、鉄分 が混入 した暗灰褐色土 が堆積 して いた。覆土 中か らは水成堆積物等 の痕跡 はみ られず、

鉄分 の沈殿層 も認 め られなか ったため、 この溝 は流水 のない ものであ った と考 え られ る。 また、底 面付近 に

は一部礫が ま とま ってみ られた。礫 は10～30cm程 度 であ ったが、 出土状態 か ら人為 的 に投 げ込 まれ た可能性

も考え られ る。遺構 中か らは時期 の判別 で きる遺物 はな く帰属時期 は不 明であ る。

土坑 ・ピッ ト

全域 を通 して土坑119基 、 ピッ ト274基 が確 認 された。 内土2・112、P74・92は 欠番 と した。多 くは出土

遺物 もな く、時期 ・用途等不明で ある。A区 南西(1住 付近)に は大型 の土坑が4基 並 んでいた(土36・37・

38・41)。 これ らの土坑 は総 じて ロームマウ ン ドを形成 している。 また、B区 北西部で は建1を 中心 に ピッ ト

群が見 られ る。 この付近 は洪水 の影響 も少 な く、 ピッ ト群 の中には直線状 に並ぶ グループ も幾っか見 られ る

ため、数軒 の掘立柱建物が存在 して いた可能性 も考 え られる。

第1表 竪穴住居吐一覧表

No. 区 平面形
規 模(cm)

主軸 カマ ド位置 時期 備 考
長軸 短軸 深さ 床面積(㎡)

i A 方形 499 421 29 17.1 E-9ｰ一S 西壁 1～3期 土120・P2隣 接 。南西部 撹乱。

2 A 方形 537 502 25 19.4 E-5ｰ一S 西壁 2～3期 拡張あり。北東部撹乱。

旧2 A 方形 400 379 40 12.5 E-5ｰ一S 西壁 2～3期 北東部撹乱。

3 A 方形 453 441 15 14.8 E-7ｰ一S 西壁 1～2期

4 A 方形 510 〈241> 19 10.7 不明 11期 東半調査区外。

5 A 方形 350 331 23 9.3 W-12ｰ一N 東壁 6～7期 6住 を切 る。土56を 切 る。

6 A 方形 336 (332) 11 9.7 不明 1～3期 6住 に切 られ る。

7 B 方形 514 〈500> 18 21.9 N-7ｰ一E 北壁 2期 東部調査区外。南部一部撹乱。

第2表 掘立柱建物1止一覧表

No. 区
平面形 主軸方向

規模(cm)
柱 間寸法

(cm)

柱 穴
備 考

柱配 り 面積(㎡) 平面形 規模(cm) 柱痕

i B
方形 N-19ｰ一E 3間 ×3間

150^,182 円形
径36～54

土58を 内包する。北部撹乱。
側柱 21.1 468x460 深16～29
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第7図A区 住居吐(1)
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第8図A区 住居 趾(2)
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第9函A区 土坑
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第10図 B区 土坑(1)竪 穴状遺構
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第11図B区 土坑(2)溝
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4節 出土遺物

(1)縄 文土器

大形の破片であるが器面の摩滅が著 しく文様 ・調整等の詳細 は不鮮明である。恐 らく加曽利EH式 の深鉢

であると思われる。

(2)古 代の土器

イ 種別 ・器種

(イ)土 師器

杯、椀、甕、小形甕、 羽釜、 甑?が み られ る。 この うち杯、椀、甕、小形甕 が図化提示 で きた。杯 ・椀

類 はロクロナデ調整 で内面黒色処理の ものが多 く、底面 に糸切 り痕 を残す。4住 と5住 を中心 に出土 した。

甕 は、外器面調整 にハケ メが多用 され る個体(14・30・31・44等)と 、工具 ナデによ る調整 が行 われ る個

体(15・17等)の2種 に大別 され る。 ハケ メが多 用 され る個体 は、長胴形 を成 し、外面 のハケ メは縦方向

に施 され、 口縁 の内面 には横 のハケ メを有 す。工 具ナデ調整 の甕 は、 図化 で きた ものでは胴張 り形 と鉢形

を呈 し形態 が一定 しないが、他 の破片資料 を見 ると長胴形 で南 る。小形甕 は主 な器面調整 が工具 ナデ によ

るもの(11・27)、 ハケ メによ るもの(16・28)、 カキ メによ るもの(29・42)の3者 がみ られ る。 この う

ち42は 、 内外面 にカキ メをか けなが ら、胴部外面下部 には縦 のハケメ もいれてい る。羽釜 は小破片 で図示

し得 なか ったが4住 出土 品 に混 じっていた。 同様 に高杯 も図示不能 で、2住 出土 品に伴 う。甑 と扱 った個

体(2)は 破片 で調 整が非常 に雑 であ るが、把手 部が欠損 した痕 跡が あ り、 甑 と した。把手付 き甕 の可 能

性 もあ る。

(ロ)須 恵器

杯 、蓋 、甕、瓶類がみ られ る。杯 は無 台の杯Aと 有台の杯Bの2種 があ る。杯Aは 底面 にヘ ラ切 り未調

整 また はケズ リを持っ群 と、 回転糸切 りを持 つ群 に分かれ る。前者 は2住 出土品や7住 出土品 が、後者 に

は5住 出土品が相当 し、前者 が後者 に先行 す るもの と考 え る。蓋 は多 くを図示 できなか ったが、 いずれ も

頂 部 に宝珠っ まみが付 され る、 杯Bと セ ッ トにな るものであ る。 ただ し、2住 出土 の9は 端部 が立 ち上 が

る形態を と り、短頸壺類 の蓋 と想定 す る。 甕 は、 頸部 が きっい稜 をな して括 れ、 そ こか ら長 い口縁部 が伸

びて外開す る形 態(26・40)と 、 やや短 めの 口縁部 に頸部 の稜 も緩 めな形態(38・39)、 短 い 口縁部 に頸

部がわずか に括れ、最大径が 口縁短部 にあ る形 態(10・41)の3種 に分 け られ る。土坑64か らの甕 は、外

形 は土師器 の甕 に酷似す る珍 しい ものであ る。瓶類 は図化不能 の小片 で平瓶 の口縁部 と推測 され る ものが

み られ る。'

ロ 土器群

まとまって土器が 出土 した住居趾があ り、 それ らをセ ッ トとして捉 えてみ たい。

(イ)2住 出土土器群

須恵器杯A、 杯B、 壺蓋、甕、土 師器甕、小形 甕が出土 している。量的 に杯Bの 方 が少 ない。杯Aは い

ずれ も回転 ヘ ラ切 りが行 われ るもので、切 りっぱな しの ものの他、切 り離 し部を手持 ちケズ リす るものが

ある。土 師器小形甕 は工具ナデされ、 カキメが現 れる以前 の形態 をとる。土師器甕 は口縁部 の外反が強 く、

口縁内側 にハ ケメが成 され る。 これ らの様相 か ら中央道長野線編年 の2期 か ら3期 、8世 紀 の前半 台 に位

置つ く資料で あろ う。

(ロ)5住 出土土器群

須恵器杯A、 杯B、i甕 、土師器杯、椀、i甕、小形甕 が出土 している。須恵器杯Bは わずかであ る。須恵
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器杯Aは いずれ も回転糸切 りで、体部 は薄 く作 られて いる。土 師器 椀が存在す る。土 師器小形 甕 は、27・

28は 工具 ナデやハ ケメで異質 だが、29に は胴部外面 にカキ メがあ り時期的 に整合す る。土師器 甕 は長 胴形

で胴部外面 に縦 のハ ケメ、 内面 に特徴 的な縦 のナデが入 り、 口縁部 内面 のカキメ も典型的で あ る。 これ ら

の様相 は中央道長野線編年 に照 ら して、6期 か ら7期 、9世 紀 の中頃 に年代 を求 め られ る。調査 時の所見

か ら、6住 が その大半 を本趾 に切 られていたが、27・28の 小形甕、須 恵器 杯Bの23な どは、本趾 の年代 よ

り古 く、6住 出土品 が混入 した可能性 が考 え られ る。

(ハ)7住 出土土器群

須恵器杯A、 杯B、 蓋、甕、土 師器甕、小形甕 が出土 してい る。杯 の ほとん どは杯Aで 、底 部 はす べて

回転 ヘ ラ切 りにな ってい る。蓋 は杯Bに 組 み合 わ さるもので、杯Bも 少量、 出土 してい る。土 師器甕 は、

外面 にハ ケメを持 った ものの他 に、 図示 で きなか ったが、 ハケメのない個体 も目立 った。小形 甕 はカキメ

の もの(42)と ハ ケメや工具 ナデのカキメのない ものの差異 が 目立 ったが、詳細 に見 ればカキ メの42は 異

質 で、内面 にカキメを持 ち、外面 にカキメ とハ ケメを併 せ持っ特殊 な構成 を してお り、単体 でみれ ば、第

7号 住居趾 出土品 の様相 よ りもあた らしい感 じを受 け る。層位 的な乱 れがな ければ、5期 に定型 化す るカ

キメの小形甕 の先駆 を成す もの と理解 したい。7住 出土 品全体 の様相 は、 中央道長野線編年 の2期 に相当

しよ う。

(二)そ の他 の住居趾 出土土器群

1住 出土品 は3点 を提示 で きたのみだが、底面回転 ケズ リの杯B、 ハ ケメの小形甕、図化で きなか った

ハ ケメのない甕片 などを考慮 に入 れる と、2期 前後 の様相 と推定す る。

3住 出土品 は3点 の土師器i甕と小形甕 のみの図化で あるが、甕がハ ケメを持 たない点、だ いぶ古 そ うに

見 える。1期 に近 い様相 と考 える。

4住 出土 品 は全体的 に少数 で、 図化 不能品 に1・2期 の遺物 を含む。 しか し、 図示 した土師器 の杯 には

黒色処理が な く、未図化で はあるが羽釜 を伴 う点か ら考え ると、11期 以降の年代 も考 え られ る。 ここで は

後者で理解 したい。

6住 出土品 は図化提示で きた ものがな い。5住 出土土器群 の項 で触 れたが、 その中の古 い様相 を持っ も

のが、本趾 出土品 に相当す る可能性が ある。

ハ 出土土器群 のまとめ

古代 においては全体的 に古 く、 中央道長野線編年 で1期 か ら3期 ころまでを 占め る土器群が大 半で あった。

1・2・3・6・7の 各住居趾 出土土器群がそれにあたる。7世 紀 の末 か ら8世 紀の前半 である。 これ に対 して、

5住 出土土器 群 は明 らか に新 しく、6期 か ら7期 の典型 的な資料 と言 ってよいだろ う。最後 の4住 出土土器

群 は、本来 あ るべ き遺物 は非常 に少な いが、先 に述 べた とお り、11期 以降、10世 紀後半代 と考えて いる。全 一

体的 に土 師器 と須恵器 による構成で、灰粕 陶器 を持 たない点 は、時期的 な ことを考慮 した上で も珍 しいであ

ろう。

元 原遺跡 出土土器 群 は3期 に大別 され、 その第1期 が1期 か ら3期 、第II期 が6期 か ら7期 、 最後 の第 皿

期が10世 紀後 半代 ～11世 紀 以降 とす ることがで きよ う。 その第1期 に集落 の中心があ り、第II・ 皿期 は集落

縁辺部 だ った と推定 す る。

一20一



第3表 出土土器一覧表

No. 地点 種別 器種
寸 法

残存度
紋 様 ・ 調 整 実測

番号
注 記

口径 底径 器高 外 面 内 面

i 1住 須恵器 杯 13.6 10.8 4.1 一部 ロ ク ロ ナ デ、回転 ケ ズ リ ロク ロナ デ 1住1
1住北 東部・北西部・

排土

2 1住 土師器 甑? 11.6 一部 ヨコナデ、把手欠損、雑な工

具ナデ
雑な工具ナデ 1住2 1住北東部

3 1住 土師器 甕 14 3/4 ヨ コナ デ、縦 ハ ケ メ 縦の工具ナデ 1住3 1住Nα1、 カ マ ド

4 2住 須恵器 杯 12.8 9 3.7 1/4
ロクロナデ、回転ヘラ切 りの

ち手持ちケズ リ
ロク ロナ デ 2住1 2住北東部

5 2住 須恵器 杯 13.6 8.2 3.7 1/3 ロ ク ロナ デ、回転 ヘ ラ切 り ロク ロナ デ 2住2 2住拡張南東部

6 2住 須恵器 杯 14.2 7.1 4.5 1/2
ロクロナデ、回転ヘラ切 りの

ち手持ちケズ リ
ロク ロナ デ 2住7 2住Nα9

7 2住 須恵器 杯 ユ5.8 ロ ク ロナ デ ロ ク ロナ デ 2住5 2住北東部

8 2住 須恵器 杯 11.4 1/4 ロ ク ロナ デ、回転 ケ ズ リ ロ ク ロナ デ 2住3 2住北西部

9 2住 須恵器 蓋 10.8 1/5 ロ ク ロナ デ 、回転 ケ ズ リ ロ ク ロナ デ 2住4 2住北東部

10 2住 須恵器 甕 ロ ク ロナ デ 、ヨ コナ デ ロ ク ロナ デ 2住6 2住西ベル ト

11 2住 土師器 小形甕 13.3 一部 ヨ コナ デ 、工 具 ナ デ ヨ コナ デ 、工 具 ナ デ 2住8 2住北東部

i2 2住 土師器 甕 8.1 1/3 工具ナデ、ナデ 工具ナデ 2住9 2住拡張 トレンチ

13 2住 土師器 甕 8.4 1/3 ハ ケ メ、工 具 ナ デ 工具ナデ 2住10 2住西ベル ト

14 2住 土師器 甕 23 1/2
ヨ コナ デ 、縦 ハ ケ メ 横ハ ケメ、工具ナデ、縦

のナデ
2住11

北 西部 、北 東 部 、南 西

部、南東 部 、西 ベル ト、

No.1.2.7

15 3住 土師器 甕 29 1/16 ヨ コ ナデ 、工 具 ナ デ ヨ コナ デ 、工 具 ナ デ 3住2 3住Nα3

16 3住 土師器 小形甕 6.6 底完 横ハケメ、底面木葉圧痕 工具ナデ 3住3 3住Nα7

17 3住 土師器 甕 26 ロー部 ヨ コ ナ デ、工 具 ナデ 工具ナデ 3住1
3住Nα1・4・6・ 西 焼 土

内

18 4住 土師器 杯 13.4 ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロナ デ 4住1 4住Nα3

19 5住 須恵器 杯 13.4 1/6 ロクロナデ、回転糸切り ロ ク ロナ デ 5住3 5住北東部

20 5住 須恵器 杯 12.8 3/8 ロクロナデ、回転糸切り ロ ク ロ ナデ 5住2
5住Nα3・12、 北 東 部 、

ベ ル ト

21 5住 須恵器 杯 13.4 7/8 ロクロナデ、回転糸切り ロ ク ロナ デ 5住6 5住Nα1、南 東 部

22 5住 須恵器 杯 12.6 ロー部 ロクロナデ、回転糸切り ロ ク ロ ナデ 5住3 5住 ベ ル ト

23 5住 須恵器 杯 16.4 1/10 ロ ク ロ ナ デ、付 け高 台 ロ ク ロ ナデ 5住5 5住南東部

24 5住 土師器 杯 13.2 1/4 ロ ク ロ ナ デ ミガキのち黒色処理 5住7 5住Nα12

25 5住 土師器 椀 16.6 1/4
ロクロナデ、回転糸切 り、付

け高台
ミガキのち黒色処理 5住8 5住Nα4

26 5住 須恵器 甕 25.8 1/6 ロ ク ロ ナ デ、ハ ケ メ ロ ク ロ ナデ 5住1 5住Nα13、 ベ ル ト

27 5住 土師器 小形甕 12 1/7 ヨコ ナ デ、工 具 ナ デ 工具ナデ 5住9 5住Nα11

28 5住 土師器 小形甕 13.8 1/6 ヨコ ナ デ、縦 パ ケ メ 工具ナデ 5住12 5住Nα11

29 5住 土師器 小形甕 6.4 底完 カキメ、回転糸切り ロ ク ロ ナ デ 5住13 5住Nα2

30 5住 土師器 甕 21.2 9.2 33.2 1/8 ヨコ ナ デ、縦 ハ ケ メ
口縁カキメ、胴部縦の長

いナデのち工具ナデ
5住14 5住Nα5・6

31 5住 土師器 甕 23.2 1/8 ヨコ ナ デ、縦 ハ ケ メ 口縁カキメ、工具ナデ 5住10 5住Nα1、南 東 部

32 5住 土師器 甕 21.4 1/8 ヨコ ナ デ ヨ コ ナ デ 5住11 5住北東部

33 7住 須恵器 杯 14 1/3
ロ ク ロ ナ デ、回 転 ヘ ラ切 りの

ち ナ デ?
ロ ク ロ ナデ 7住8

7住Nα12、 北 西 部 、北

ベ ル ト

34 7住 須恵器 杯 13.4 3/8
ロクロナデ、回転ヘラ切りの

ち板状工具ナデ
ロ ク ロ ナデ 7住5 7住南東部

35 7住 須恵器 杯 13.6 5/12 ロ ク ロ ナ デ、回 転 ヘ ラ切 り ロ ク ロ ナ デ 7住7 7住北西部

36 7住 須恵器 杯 15 3/8
ロクロナデ、回転ヘラ切 り、

高台剥離
ロ ク ロ ナ デ 7住4

7住Nα11、北東部、北

西焼土内

37 7住 須恵器 蓋 15.8 3.3 3/8
ロ ク ロ ナ デ 、回 転 ヘ ラ切 り、

ツ マ ミ貼 付
ロ ク ロ ナ デ 7住6

7住南東部、7住上の

検出面

38 7住 須恵器 甕 20 1/3 ヨ コナ デ、タ タ キ ヨ コ ナ デ、ナ デ 7住1
7住Nα2、北東部、7住

上の検出面

39 7住 須恵器 甕 22 1/5 ヨ コナ デ、タ タ キ ヨコナデ、当て具痕擦 り消 し 7住2 7住Nα3・14、北 東 部

40 7住 須恵器 甕 26.8 1/2 ヨ コナ デ、ロ ク ロ ナ デ ロ ク ロ ナ デ 7住9
7住Nα10、北東部、北

西部、7住上の検出面

41 7住 須恵器 甕 32.2 1/7 ヨ コナ デ、タ タ キ
ヨコナデ、当て具痕擦 り

消し
7住3
7住Nα8・9・11、7住 上

の検 出面

42 7住 土師器 小形甕 12.2 1/4 ヨコナデ、カキ メのち縦ハ ケ メ カキ メ 7住10 7住Nα6

43 7住 土師器 小形甕 15 1/4 ヨ コナ デ、ハ ケ メ摩 滅 工具ナデ 7住11 7住北西焼土内

44 7住 土師器 甕 8 2/3 縦ハケメ、底面何 らかの圧痕 工具ナデ 7住12 7住北東部、北ベル ト

45 土64 須恵器 甕 23 1/10 ロク ロナ デ ロ ク ロ ナデ 土64-1 土64-051014

46 G16 縄文 深鉢 沈線による渦巻き紋他 ナデ Gt-1 T16Nα1、 グ リ ッ ド16
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第12図 出土土器(1)
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第13図 出土土器(2)
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5節 調査のまとめ

元原遺跡 は西に大門沢川を有 し、南 に下 る傾斜地に位置する遺跡である。周囲には弥生時代か ら古代にか

けて多 くの遺跡が分布 し、各々発掘調査を重ね貴重な発見がなされている。そのような中、今回の調査は元

原遺跡 としては初めての発掘調査 となる。

調査では古墳時代～奈良 ・平安時代を中心とした遺構 ・遺物が出土 した。調査区南側に下る緩やかな傾斜

地の北側を中心 として調査区ほぼ全域 に遺構が分布 していた。全体的に遺物の量が少なく、明確には判断 し

がたいものもあるが、遺構の帰属時期は大別 して3時 期に分かれるものと思われる。以下 このそれぞれの時

期について概観 していきたいと思 う。

第1期:中 央道長野線編年1～3期(7C末 ～8C初)

今回の調査の中心 となる時期である。1・2・3・6・7住 がこれに該当する。これ ら5軒 の住居は軸方向も

ほぼ揃 っており、1・2・3住 においては西側 にカマ ドを持っ点で一致 している。分布は調査地北部 ・中央付

近に集中 しており、両者の間にはピット群が見 られる。また、1住 付近にはロームマウンドを持っ土坑が集

中 しており、 これ らを含めた集落の一端を見 ることができる。

この時期の集落 は西にほぼ隣接する旧射的場西遺跡にもみられる。旧射的場西遺跡 との間には大門沢川が

流れているため一連の集落 とは言い難いが、過去 に行った発掘調査の所見では旧射的場西遺跡の集落は東西

に広がる可能性があると推定 されているため、広い範囲での集落の存在を考える上で重要な資料 となりえる

であろう。

第H期:中 央道長野線編年6～7期(9C前 ～9C後)

当時期 は遺構数 も極端 に少な く、該当する住居 は5住 のみである。住居方向は第1期 のものとほぼ同 じで

あるが、カマ ドを東側に持っなど多少異なる様相を見せている。調査地北端に位置する5住 以外 この時期に

該当する遺構がほぼ見 られないため調査地北に形成 された集落の縁辺部であろうと思われる。

第皿期:中 央道長野線編年11期 以降(10C後 ～11C)

この時期 も属する遺構 はほとんどなく、4住 のみが該当する。4住 は西半のみの出土であるうえ遺物数が

少ないため当時期の詳細 は不明である。

このように本調査地は第1期(7C末 ～8C前)を 中心として集落が形成 されていたと考え られる。先に

も述べたように隣接する旧射的場西遺跡 との関連を考慮 した集落構造を考える上で貴重な資料を得ることが

できたと考えられる。また、当該地区は北に岡田地区、西に城山地区を存する地区であるため、 これ ら地域

との関わりもこれからの検討課題 となるであろう。
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附編

元 原 遺 跡 出土 炭化 材 の 自然 科 学 分 析 パ リノ ・サーヴェイ株式会社

はじめに

松本盆地南東部 に位置する元原遺跡では、奈良時代から平安時代頃とされる竪穴住居跡や土坑などの遺構、

土師器や須恵器などの遺物が確認 されており、集落跡があったとされている。今回の分析調査では、竪穴住

居跡のカマ ドおよびカマ ド付近の焼土より出土 した炭化材の放射性炭素年代測定を行 うことにより、遺構お

よび集落に関わる年代資料を作成する。 また、年代測定に用いた炭化材は、その出土状況か ら、燃料材など

の目的で用いられ炭化 したと考え られることか ら、その樹種の同定を行い、当時の木材利用等について考察

する。

1.試 料

試料は、2住 か ら出土 した炭化材(サ ンプル1)と7住 か ら出土 した炭化材(サ ンプル2)の2点 である。

ただ し、サンプル1に は、破片状のものと小枝状のものの2片 が認め られた。年代測定 は、小枝状のものを

利用 し、樹種同定 は2片 にっいて実施する。 したがって、樹種同定は合計3点 となる。

2住 は方形を呈する竪穴住居趾であり、供伴する土器の時期 は7世 紀末か ら8世 紀前半 とされ、住居の廃

絶 もその時期であろうと考え られている。サ ンプル1は 、住居西側のカマ ドの覆土中から出土 した炭化材で

ある。

7住 も一部未掘ではあるが方形を呈する竪穴住居趾とされ、供伴する土器の時期から7世 紀末～8世 紀前

半 とされている。住居北側 にはカマ ドと思われる焼土集中箇所が認められ、 さらにその南西付近 には 「こも

で石」と思われる石製品の散在とその中に焼土 ・炭化物の集中が認められている。サンプル2は 、 この焼土 ・

炭化物の集中部か ら採取 された炭化材の細片である。

2.分 析方法

(1)放 射性炭素年 代測定

試料表面 の汚 れを ピンセ ット、超音波洗浄等 によ り物理 的に除去す る。塩酸や水酸化 ナ トリウムな どを用

いて、試料 内部 の汚染物質 を化学 的に除去 す る。試料 中に含 まれ る炭素 を酸化 させて二酸化炭素 とし、 さら

に精製 ライ ンを用 いて、二酸化炭素 か らアセチ レンを合成す る。 β線計数装置 の気体比例計数管で、14Cの

崩壊数 を計測 す る。測定 が終了 したアセチ レンガスか ら再 び二酸化炭素 を作製 し、安定 同位体比測定用質量

分析装置 で試料 中の δ13Cを 測定す る。

なお、 炭素 の半 減期 はLIBBYの 半減 期5,568年 を使用 す る。 また、測定年 代 は1950年 を基点 と した年代

(BP)で あり、誤差 は標準偏差(OneSigma;68%)に 相当する年代 である。なお、暦年較正は、RADIOCARBON

CALIBRATIONPROGRAMCALIBREV5.02(Copyrigh七1986-2005MStuiverandPJReimer)を 用

い、誤差 として標準偏差(OneSigma)を 用 いる。

(2)炭 化材樹種 同定

木 口(横 断面)・ 柾 目(放 射断面)・ 板 目(接 線断面)の3断 面 の割断面 を作製 し、実体顕微鏡 お よび走査

型電子顕微鏡 を用 いて木材組織 を観察 し、 その特徴か ら種類を同定す る。 なお、 同定 の根拠 とな る顕微鏡下

で の木材組 織 の特徴等 にっいては、 島地 ・伊東(1982)、Wheeler他(1998)を 参考 にす る。 また、各樹種

の木材組織 の配列 の特徴 にっいては、林(1991)、 伊東(1995,1996,1997,1998,1999)や 独立行 政法人森林

総合研究所 の 日本産木材識別 データベースを参考 にす る。
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3.結 果

(1)放 射性炭素年代測定

同位体効果 による補正 を行 った測定結果 を表1に 示す。 サ ンプル1は1220±70BP、 サ ンプル2は1780±90

BPを 示す。

また、 較正 した暦年代 を表2に 示 す。暦年較 正 とは、大 気 中の14C濃 度 が一定で半減 期が5568年 と して

算 出され た年代値 に対 し、過去 の宇宙線 強度 や地球磁場 の変動 による大気中 の14C濃 度 の変動、及 び半減 期

の違 い(14Cの 半 減期5730±40年)を 較正 す ることであ る。暦年較正 に関 して は、本来10年 単位 で表 すの

が通例 であるが、将来 的 に暦年較正 プ ログラムや暦年較正 曲線 の改正 が あ った場合 の再計算、再検討 に対 応

す るため、1年 単位 で表 してい る。暦年較正 は、 測定誤差 σ、2σ 双方の値 を計算す る。 σは統計 的に真 の

値 が68%の 確率 で存在 す る範 囲、2σ は真 の値が95%の 確 率で存在 す る範囲で ある。 また、表 中の相対比 と

は、 σ、2σ の範 囲をそれぞれ1と した場合、 その範 囲内で真 の値 が存在す る確率を相対 的 に示 した もので

あ る。測定誤差 σの値 をみ ると、 サ ンプル1はcalAD694-885、 サ ンプル2はcalAD127-376を 示す。

(2)炭 化材樹種 同定

樹種 同定結果 を表1に 示す。サ ンプル1は 、2片 とも落葉広葉 樹の カエデ属、サ ンプル2は イネ科 に同定

された。各種類 の解剖学 的特徴等を記 す。

・カエデ属(Acer)カ エデ科

散 孔材で、管壁 は薄 く、横 断面で は角張 った楕 円形、単独 および2-3個 が複合 して散在 し、 年 輪界 に向

か って管径 を漸減 させ る。道管 は単穿孔を有 し、壁 孔 は対列 ～交互状 に配列、 内壁 にはらせん肥 厚が認 め ら

れ る。放射組織 は同性、1-5細 胞 幅、1-40細 胞高。細胞壁 の厚 さの異 なる木繊維が木 口面 において不規則

な紋様 をなす。

・イネ科(Gramineae)

試料 は、保存状 態が悪 く、薄 く脆 い。横 断面 で維管束 が基本組織 の中に散在 す る不斉 中心柱 が認 め られ、

放射組織 は認 め られな い。

維 管束 の形 態か らイ ネ科 と考え られ るが、種 ・属等 の同定 に は至 らない。

4.考 察

サ ンプル1で 得 られた年代は、較正暦年の範囲でみると、土器から推定 された年代範囲を包含 している。

このことは、2住 の年代に関する発掘調査所見 と調和 している。一方、サンプル2が 示す年代は、較正暦年

でみると、発掘調査所見に対 して500年 ほど古い値となる。今後、カマ ドと思われる焼土集中箇所の炭化物

なども含めて、複数の試料に対する年代測定実施が望まれる。

なお、2住 のカマ ド覆土から出土 した炭化材は、カマ ドから出土 していることや、炭化 していることから、

カマ ドで使用された燃料材の一部の可能性がある。樹種同定結果から、カエデ属の木材が利用されていたこ

とが推定 される。カエデ属は、本地域の山野 に普通に見 られる落葉硬葉樹であり、周辺に生育 していた樹木

を利用 したことが推定される。

一方、7住 の炭化物 は、住居北壁中央付近の壁際の床面上に見 られた炭化物集中範囲か ら出土 したもので

あり、炭化物集中範囲が形成される際に火を受 けて炭化 した可能性があるが、用途等の詳細 は不明である。

なお、イネ科 には、イネ、ムギ類等の栽培植物やススキ、 ヨシ等の、萱材として有用な種類が含 まれる。

一26一



表1放 射性炭素年代測定結果および樹種同定結果

試料名 遺構名 出土層位 種 類 形 状 樹 種
測定年代

(同位体補正済)

BP

δ13C

(%。)
CodeNo,

サ ンプル1 2号 住居趾 カマ ドフク土
炭化材 小枝状 カエデ属 1,220ｱ70 一22

.7 IAA-1008

炭化材 破片状 カエデ属

サ ンプル2 7号 住居趾 床 面 炭化材 細片状 イ ネ 科 1,780ｱ90 一24
.2 IAA-1009

1)年 代値の算出には、Libbyの 半減期5568年 を使用。

2)BP年 代値は、1950年 を基点として何年前であるかを示す。

3)付 記 した誤差は、測定誤差σ(測 定値の68%が 入 る範囲)を 年代値に換算 した値。

表2暦 年較正結果

試料名
補正年代

(BP)
暦年較正年代(caD 相対比 CodeNo.

サ ンプル1 1,221ｱ71

6

calAD694-calAD702

calAD707-calAD748

calAD765-calAD885

calBP1,256-1,248

calBP1,243-1,202

calBP1,185-1,065

0.035

0.232

0.733 IAA-1008

2σ
calAD665-calAD903

calAD914-calAD969

calBP1,285-1,047

calBP1,036-981

0.904

0.096

サ ンプル2 1,789ｱ94

σ
calAD127-calAD345

calAD373-calAD376

calBP1,823-1,605

calBP1,577-1,574

0.987

0.013

IAA-1009

2σ

calAD17-calAD434

calAD494-calAD505

calAD524-calAD525

calBP1,933-1,516

calBP1,456-1,445

calBP1,426-1,425

0.995

0.004

0.001

1)計 算 には、RADIOCARBONCALIBRATIONPROGRAMCA:LIBREV5 .02(Copyright1986-2005MStuiverandPJReimer)

を使用

2)計 算 には表に示した丸める前の値を使用 している。

3)1桁 目を丸めるのが慣例だが、暦年較正曲線や暦年較正プログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように
、1桁

目を丸めていない。

4)統 計的に真の値が入る確率はσは68%、2σ は95%で ある。

5)相 対比は、σ、2σ のそれぞれを1と した場合、確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。
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図版1炭 化材

1.力 エ デ属(サ ンプル1)

a:木 ロ,b:柾 目,c:板 目

■ ■■■■■200μm二a

■■■ ■ ■■200μm=b,c
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写 真 図 版



図版1

調査区遠景(西 より)写 真奥 には女鳥羽川が流れていている

調査区遠景(南 より)写 真上方は岡田地区



図版2

調査区全景(写 真上方が東)西 に大門沢川、東に大門沢東川が流れる

A区 全景(写 真上方が東)



図版3

B区 全景(写 真上方が北)北 西部にピット群が確認できる

C区 全景(写 真上方が北)



図版4

1住 完掘状況

(南から)

1住 カマ ド出土状況

(東 か ら)

1住 遺物出土状況

(南から)



図版5

2住 完掘状況

(東か ら)

2住 貼床検出状況

(南か ら)

2住 カマ ド完掘状況

(東か ら)



図版6

旧2住

カマ ド完掘状況

(東か ら)

旧2住

溝状1完 掘状況

(東か ら)

旧2住

南西部遺構完掘状況

(2住P2・3・4)

(東 か ら)



図版7

3住 完掘状況

(東か ら)

4住 北部溝検出状況

(西か ら)

4住 礫 出土状況

(こ もで石か?)

(西 か ら)



図版8

4住 礫出土状況近景

(西から)

5・6住

床面検 出状況

(北 か ら)

5住

南東部石礫 ・

遺物出土状況

(西から)



図版9

5住

須恵器杯 出土 状況

(No.21)

7住 完掘状況

(南か ら)

7住

焼土集中箇所検出状況

(南か ら)



図版10

7住

礫 ・炭化物出土状況

(南か ら)

建1完 掘状況

(南か ら)

溝1西 部完掘状況

(南か ら)

溝1東 部完掘状況

(南か ら)



図版11

竪1完 掘状況

(東から)

土37半 割状況

(東から)

土37完 掘状況

(東か ら)

(左下は掘 り過ぎ部分)



図版12

須恵器

杯

須恵器
蓋

十師器

甕
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